
 

 

ＣＣＣＣ 

東
っ
子

 
（教育目標） 

豊かな心の子 

進んで学びよく考える子 

進んで実行する子 

たくましい体の子 

令和 5年 4月 13日 

第 1号 

校長 仲村 保 

令和５年４月１３日（木）            第１号 

令和 5年度 児童数 693名でスタートしました 

こ
の
度
、
南
城
市
立
百
名
小
学
校
か
ら
赴
任
し
て
き
ま
し
た
校

長
の
仲
村
保
で
す
。
百
名
小
学
校
は
児
童
数
が
一
七
〇
名
程
度
の

規
模
の
小
さ
な
学
校
な
の
で
、
与
那
原
東
小
学
校
の
児
童
数
の
多

さ
に
正
直
、
戸
惑
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
達
の
教
育
の

為
に
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

学
級
担
任
紹
介
・
職
員
紹
介
（
☆
は
新
職
員
） 

校 

長 
 

☆
仲
村 

保 

教 

頭 
 
 

土
屋 

勢
子 

教 

務 
 

☆
桃
原 

健 

 
 
 

 

一
年
一
組 

☆
上
原 

泉 

一
年
二
組 

☆
稲
福 

美
風 

一
年
三
組 

 

花
城 

百
恵 

一
年
四
組 

 

長
嶺 

梓
音 

 

二
年
一
組 

☆
津
波
古
美
千
代 

二
年
二
組 

 

多
和
田 

南 

二
年
三
組 

☆
上
原 

瞳 

二
年
四
組 

☆
宮
城 

綾
乃 

三
年
一
組 

 

諸
見 

文
子 

三
年
二
組 
 

安
里 
和
哉 

三
年
三
組 

 

瀬
底 

唯 

 

四
年
一
組 

 

新
垣
か
お
り 

四
年
二
組 

☆
崎
本 

永
勇 

四
年
三
組 

 

宮
城
み
な
み 

 

五
年
一
組 

 

仲
間 

篤
史 

五
年
二
組 

 

田
名 

俊
仁 

五
年
三
組 

 

神
里
久
美
子 

 

六
年
一
組 

 

渡
嘉
敷
み
ゆ
き 

六
年
二
組 

☆
城
間
陽
向
子 

 

六
年
三
組 

 

玉
城 

優 

六
年
四
組 

☆
神
里
え
り
乃 

 

わ
か
ば
一
組 

☆
津
波 

文
子 

わ
か
ば
二
組 

☆
勢
理
客 

寛
太 

わ
か
ば
三
組 

☆
前 

信
司 

 

あ
さ
ひ
一
組 

長
嶺 

将
悟 

あ
さ
ひ
二
組 

宮
城 

洋
平 

あ
さ
ひ
三
組 

前
田 

真
琴 

あ
さ
ひ
四
組 

山
城 

智
華 

あ
さ
ひ
五
組 

☆
上
原 

有
紗 

あ
さ
ひ
六
組 

山
城 

美
和
子 

あ
さ
ひ
七
組 

☆
佐
藤 

福
哉 

 

ひ
か
り
一
組 

島
袋 

恵
一 

ひ
び
き
一
組 

☆
佐
久
眞 

基
士 

 
理
科
専
科 

城
間 

健
吾 

音
楽
専
科 

城
間 

恵
美 

初
任
者
指
導 

伊
良
部 

孝 

非
常
勤
講
師 
末
吉 

唯 

養
護
教
諭 

上
原 
妙
子 

図
書
館
司
書 

小
池 
亜
利
香 

県
事
務 

 

比
屋
根 

一
宏 

県
事
務 

 

☆
新
垣 

千
春 

町
事
務 

 

宮
城 

葉
子 

IC
T

支
援 

☆
小
山 

和
彦 

 

五
年
二
組 

 

田
名 

俊
仁 

五
年
三
組 

 

神
里
久
美
子 

 

六
年
一
組 

 

渡
嘉
敷
み
ゆ
き 

六
年
二
組 

☆
城
間
陽
向
子 

 

学
習
支
援
員 

仲
座 

り
え
子 

学
習
支
援
員 

☆
運
天 

綾
菜 

学
習
支
援
員 

☆
鵜
飼 

悦
子 

学
習
支
援
員 

宮
城 

優
子 

学
習
支
援
員 

鈴
木 

千
春 

学
習
支
援
員 

宮
下 

啓
二 

 

特
別
支
援
員 

與
那
嶺 

諭 

特
別
支
援
員 

☆
當
眞 

有
佳
梨 

特
別
支
援
員 

比
嘉 

佐
和
子 

特
別
支
援
員 

宜
名
眞 

麻
鈴 

J
E

T
 

ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
キ
イ
ア
・
ジ

ャ
ス
ミ
ン 

主
任
英
語
指
導 

中
村
・
シ
ン
テ

ィ
ア
・
マ
ユ
ミ 

「海風児童館」前の広場 

ご注意下さい。 

以前は、駐車場として使

用していたこともある

児童館前の空き地。4月

から「沖縄リハビリテー

ション学院」の専用駐車

場になったようです。保

護者の方は駐車しない

ようにお願いします。 
児童が横断歩道を渡ります。ご注意下さい。 

正門前の横

断歩道。児

童が渡りま

す。安全運

転をお願い

します。 
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令和５年４月１３日（木）            第１号 

「みんなちがって、みんないい」  入学式、私は、とても感動しました。可愛らしい 1 年生が 1

時間にも及ぶ入学式を我慢強く最後まで参加できたことにも感

動しましたが、保護者代表の松尾貴美子さんの挨拶に心を強く

打たれたからです。松尾さんは、詩人、金子みすゞの「私と小鳥

と鈴と」を引用し、一人一人がそれぞれの個性と成長のスピー

ドに合わせながら育っていくことを願い、我が子の成長に寄り

添おうとする母親としての覚悟のようなものを感じました。我

が子の成長のことを思い涙ぐむ姿。それは、松尾さんだけの思

いだけではなく、全ての保護者の思いであることを考えた時、

子どもを預かる校長としての責任の重さを改めて感じました。

子ども一人一人が持っている「よさ」は違うものです。その「よ

さ」が目に見えやすい子もいれば、逆に、注意深く見ていないと

見過ごしてしまいそうな「よさ」を示す子もいます。子どもの

「よさ」を比較対照し、どれが良いものかと比べるものではあ

りません。子どもが発揮するする「よさ」は、どれも尊いものな

のです。保護者の皆様、子ども達の「よさ」を見つけたなら、そ

のことをこどもに言葉で伝えて下さい。子ども達は、周りの大

人が認めるその言葉を詰め込んで少しづつ成長していくのだと

思いまます。子ども達の支えに私達はなりましょう。 

「
私
と
小
鳥
と
鈴
と
」 

 

私
が
両
手
を
広
げ
て
も 

お
空
は
ち
っ
と
も
飛
べ
な
い
が 

飛
べ
る
小
鳥
は
私
の
よ
う
に 

地
面
（
じ
べ
た
）
を
速
く
は
走
れ
な
い 

 

私
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
も 

き
れ
い
な
音
は
で
な
い
け
ど 

あ
の
鳴
る
鈴
は 

私
の
よ
う
に 

た
く
さ
ん
の
唄
は
知
ら
な
い
よ 

 

鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
私
、 

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い 

 

よい子だね、１年生。みんな頑張ってます。 

１年１組 

担任の泉先生のお話を静かに

聞いていました。 

１年２組 

給食を準備してくれた６年生

にお礼を言いました。 

１年３組 

「給食の号令を言いたい人？」 

沢山の子が手を挙げました。 

１年４組 

「おいしい給食をいただきま

す。」お行儀よくしてました。 

見つけた１年生のステキ 

トイレのスリッパをきれいに並べる

１年生がいました。すてきです。 

 登校時は、体調不良などの場合を

除いて、極力、校内への車の乗り入

れをご遠慮下さい。正門前から校内

に乗り入れると登校児童との接触の

危険が高まります。安全が確保でき

る場所で児童を下ろして途中から

「てくてく登校」の工夫をするなど、

保護者のご理解とご協力をお願いい

たします。 

「てくてく登校」への協力を 



 

 

 


